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研究成果の概要（和文）：地方政府の首長や議会の選挙において、住民がその地域の行財政の成果を近隣地域の成果と
比較して現職への投票を決定するならば、地域間のヤードスティック競争が生じ、政府の政策努力を引き出す。この研
究においては、ヤードスティック競争が必ずしも効率的ではなく、政府の情報提供や住民ニーズの反映が必要なこと、
他方、他地域との比較によるヤードスティック政策評価が有効なこと、都道府県レベルの選挙において、ヤードスティ
ック競争の実証的証拠が得られることなどが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：At an election of a local governor, if residents vote after evaluating the 
performance of their incumbent governor in comparison with that of the neighboring jurisdictions’, so 
called, yardstick competition emerges and ensure the ultimate efforts of the local governor. In this 
study, we indicated that the equilibrium is not optimal and policy decisions based on the residents’ 
preference improves the efficiency. Furthermore, we find that yardstick policy evaluation by comparison 
with the performance of the neighboring government is effective in enhancing the efficiency and there are 
some evidences of a yardstick competition in the data of local governors' election in Japan.

研究分野：公共経済学、財政学
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  １版



１．研究開始当初の背景 

 我が国においては、1990 年代後半以降、

地方分権が積極的に推進され、中央政府の地

方政府に対する政策的関与や規制の縮小、財

源面での中央政府から地方政府への税源移譲

と地方交付税の見直しが行われ、地方分権の

基本的枠組みが完成した。地方分権のメリッ

トの中心的なものとして、住民のニーズに合

致した公共財・サービスの供給が可能となる

こと、行政サービスの供給における効率化が

図られることがあげられる。 

学術的には、地方政府による公共財・サー

ビス供給の最適性の研究については、これま

でティブーが提起した「足による投票」モデ

ルが中心であり、「住民が自分の選好にあった

自治体に移住するのであれば、公共財供給の

最適性が保証される」と考えられてきた。し

かしながら、このモデルにおいては住民の完

全移動性や完全情報、さらにバラエティに富

んだ公共財を供給する多数の自治体が存在す

ることが前提となっているが、これは非現実

的な仮定であるばかりでなく、わが国で進展

した財政力強化のための市町村合併とも相容

れないものである。 

より現実に近い想定のもとで地方政府間の

公共財提供に関する競争的状況を扱った研究

に、ヤードスティック競争モデルがある。こ

れは、政府と住民の間に情報の非対称性が存

在することを前提に、地方政府の首長や議会

の選挙において、住民が近隣の地方政府が提

供する公共財と自地域の公共財の満足度とを

比較して投票を行うのであれば、地域間の政

策競争がおこり、地方政府の公共財供給に関

する最大限の努力を引き出すことができると

いうものである。このモデルにおいては、住

民の完全移動や完全情報、多数地域の前提な

どは必要ではなく、住民が自地域の地方政府

の公共財・サービスの満足度を、近隣地域の

政府のパフォーマンスと比較して投票行動を

とるなら、地方政府間の競争が出現し、行財

政の効率化が進むことを意味している。この

ように、このモデルは地方行財政の新しい分

析ツールとして期待できる。また、電子政府

や政府活動の IT 化は、住民への政策情報の提

供やニーズの把握のための有効な手段となり

うる。 

他方、我が国における「電子自治体」の取

組みは、国や地方自治体の効率性、公平性、透

明性、および利便性の向上を目的として 2001

年以降官民協力の下に進められてきた。しか

しながら、その取り組みの進展度は、UNPAN 

(United Nations Online Network in Public 

Administration and Finance)の報告では世

界ランキング 17 位、米国ブラウン大学調査で

は、同 40 位(2007)であり、十分とは言い難い

状況であった。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究は、自治体間のヤードスティック

競争の考え方を取り入れることにより、地方

分権における公共財サービス供給の最適性、

行政コストの効率性と電子政府推進について、

以下のような４つの側面から研究を進めた。

それらは、①地方公共財・サービスの最適性

との関係：ヤードスティック競争は公共財供

給の効率性を高めるのか、政策情報の提供と

住民ニーズの把握はヤードスティック競争を

推進するか、②地方政府におけるヤードステ

ィック競争の存在に関する計量研究：日本の

地方財政や地方選挙のデータはヤードスティ

ック競争の存在を示しているのか、③行政コ

ストの効率化との関係：ヤードスティック競

争は行財政コストを低下させるのか、地方分



権制度と電子政府の導入は行政コストの削減

に有効化か、④電子政府のパフォーマンス評

価：以上の観点を踏まえ、電子政府を一層推

進、有効化するための電子政府評価の在り方

を研究する、というものである。 

 

３．研究の方法 

(1) 理論的な分析については、地方政府間の

ヤードスティック競争モデルに住民の私的財

と公共財・サービスに対する需要関数を明示

的に導入し、効率性評価に適した新たなヤー

ドスティックモデルを構築する。それを用い

て、均衡の効率性・最適性に関する研究を行

った。さらに、電子政府などの媒体を用いた、

公共政策に関する情報の提供や、住民の公共

サービスに関するニーズの把握が、ヤードス

ティック競争の均衡をどのように改善するの

かを検討した。 

(2) 地方政府におけるヤードスティック競

争の存在に関する計量研究では、この研究グ

ループはすでに、周辺自治体と比較して社会

福祉や社会保障支出、公的住宅支出が高いほ

ど、また、人件費支出が低いほど首長選挙に

おいて現職首長が再選される確率が高いとい

う結果を得おり、これは、わが国においてあ

る程度ヤードスティック競争が想定する選挙、

投票行動が行われている可能性を示唆してい

る。この投票行動に関する実証研究をさらに

進展させるとともに、ナッシュ均衡の反応関

数を用いたヤードスティック競争の存在に関

する実証研究を進展させ、公共財供給の最適

性に関する計量研究をおこなった。 

(3) ヤードスティック競争と行政コストと

の関係においては、公共財サービスの供給に

おいて最適性が保たれ、したがって住民が望

む財が望ましい量だけ供給されるという意味

での資源配分の効率性と、電子政府による公

共サービスの供給がもたらす行政コストの削

減という２つの観点がある。前者については、

ヤードスティック競争に関する計量分析とも

連動させながら、公共財・サービスの最適供

給との比較において検討を進めた。また、後

者の行政コスト削減効果については、市町村

合併や少子・高齢化社会の本格的な到来との

関係で、今後特に重要になることから、マク

ロ的な推計を行うとともに、行政評価に関す

るケーススタディを踏まえて確定してきた。 

(4) 電子政府のパフォーマンス評価と政策

提言については、すでに予備的に 87 の省庁・

都道府県の電子政府窓口、ポータルサイトに

対し、実態調査を実施した。その概要は、日本

経営学会において発表するとともに、専用ウ

ェブサイトにおいても公開している。

http://www.nisimoto-semi.homeip.net/egov/ 

 この研究成果をもとに、EU や東南アジア

諸国を対象とした国際比較研究を行い、その

内容を公開し、研究に活用する。また、新たな

電子政府評価と政策提言の研究として、ホス

ピタリティ分野で実績のある政策分析評価解

析手法である IPM（Importance Performance 

Analysis Model）を拡張、改善し適用する。 

 
４．研究成果 

本研究においては、①ヤードスティック競

争と地方公共財の最適性に関する研究、②日

本におけるヤードスティック競争の存在に関

する研究、③地方分権と行政効率に関する研

究、④電子政府のアセスメントと推進政策に

取り組んだ。 

(1)このうち、ヤードスティック競争モデルと

地方公共財供給の最適性については、地方政

府間のヤードスティック競争モデルに住民の

公共財・サービスに対する需要関数を明示的

に導入し、ヤードスティック均衡の最適性に

http://www.nisimoto-semi.homeip.net/egov/


関する研究を行った。その結果、公共財は過

小供給均衡となるが、政府の政策に関する情

報の提供や個人の選好に関する情報収集が、

ヤードスティック均衡の最適性を高めるとい

う結果を得ている。(雑誌論文①、⑩、⑪、著

書①)。 

(2)ヤードスティック競争の存在に関する計

量研究では、周辺自治体と比較して社会福祉

や社会保障支出、公的住宅支出が高いほど、

また、人件費支出が低いほど首長選挙におい

て現職首長が再選される確率が高いという結

果を得ている（雑誌論文⑦、⑪、著書①）。ま

た、ヤードスティック競争のナッシュ反応関

数を用いた実証分析と地方政府の政策の相互

依存関係を捉えた計量分析を行い、ヤードス

ティック競争の存在と政策の地域間相互依存

関係の存在に肯定的な成果を得た(雑誌論文

⑤、⑦、⑪、著書①）。 

(3)ヤードスティック競争と行政コストとの

関係に関する研究においては、近隣自治体の

公共財供給コストとの相対的比較(ヤードス

ティック比較)に基づくヤードスティック競

争が公共財供給の効率性を高めることを示し

た（雑誌論文①、②、⑥、著書①）。また、電

子政府による公共サービスの供給がもたらす

行政コストの削減という観点については、予

備的な考察として国際データを用いた因果性

分析を行い、政策情報の公開性と電子政府の

進展が行政コストを低下させるという結論を

得ている（雑誌論文②、⑧）。さらに、行財政

評価の観点からの実証的ケース分析について

は、本年度中に発表する予定である。 

(4)電子政府のアセスメントと地方分権のた

めの推進政策に関する研究においては、日本

の電子政府アセスメントとその特徴を多変量

解析、Importance マトリックスより捉えた研

究を進めた。（雑誌論文⑫、著書①）。地方分権

における電子政府の役割とその推進政策に関

しては電子政府の政策情報提供とニーズの把

握機能に関する研究を行った。（雑誌論文③、

⑥、⑧、⑫、著書①）。 
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